
資料 １

山口市子ども子育て支援事業計画

第４章　基本施策と取組

令和２年９月

主な取組（新規・拡充）の状況
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第４章 基本施策と取組 

第４章 主な取組（新規・拡充）の状況 

施策方針１ すべての子どもの幸せを守り、成長を支援するまちづくり  

１ 子どもの権利を守る取組の推進 

（３）社会的養護施策との連携 

 

  

No 具体的取組 内容 

１ 

継続 拡充 

社会的養護施策との連

携 

児童養護施設等との連携、児童家庭支援センターの活用、里親支

援につながる啓発等、関係機関との連携を図り、児童虐待防止対

策などの子ども・子育て支援の充実につなげていきます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 子育て保健課 

P39 

児童養護施設等（６施設）において子育て支援短期利用事業を実施しました。 

■ショートステイ利用 延べ１０８日、日中預かり利用 延べ１３５日、 

トワイライト利用 延べ６６件 

こども家庭支援センターを運営する社会福祉法人に委託し、夜間・休日における電話相談

に応じました。 

１０月の里親制度推進月間に児童相談所が開催した里親募集説明会の案内等について、市

報やチラシ等で周知しました。 

次年度以降も引き続き、施設等との連携をはじめ平成３０年度と同様に関係機関との連携

を図り、児童虐待防止対策に取り組みます。 

 令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 子育て保健課 

児童養護施設等（６施設）において子育て支援短期利用事業を実施しました。 

■ショートステイ利用 延べ４１日、日中預かり利用 延べ２１日、 

トワイライト利用 延べ４件 

こども家庭支援センターを運営する社会福祉法人に委託し、夜間・休日における電話相談

に応じました。 

１０月の里親制度推進月間に児童相談所が開催した里親募集説明会の案内等について、市

報やチラシ等で周知しました。 

１１月の児童虐待防止対策推進月間に講演会をはじめとした啓発事業を実施しました。 

次年度以降も引き続き、施設等との連携をはじめ令和元年と同様に関係機関との連携を図

り、児童虐待防止対策に取り組みます。 
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４ ひとり親家庭の自立支援の充実 

（1）就業・経済的支援 

 

  

No 具体的取組 内容 

４ 
継続 拡充 

子育て・生活支援の推進 

母子・父子家庭日常生活支援事業や、保育園及び放課後児童クラブ

の利用に際しての配慮など、各種施策を推進します。 

また、ひとり親家庭学習支援事業等により、ひとり親家庭の児童等

の学習の支援や、進学についての相談等の支援に取り組みます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 子育て保健課 

P44 

ひとり親家庭や寡婦家庭に対して、一時的に子育てや生活支援が必要な場合に、家庭生活

支援員を派遣しました。 

■利用件数 延べ４６件 

主にひとり親家庭の小中学生を対象に、平成２９年度から「子どもの生活・学習支援事業」

として、食事の提供や生活習慣、学習支援を行う子どもの居場所づくりに取り組みました。 

 ■参加児童 延べ８９７人  ■参加ボランティア  延べ６７６人 

保育園及び放課後児童クラブの利用に際しての配慮を実施しました。 

 

次年度以降も引き続き、ひとり親家庭の生活支援や子どもの居場所づくり事業等に取り組

みます。 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 子育て保健課 

ひとり親家庭や寡婦家庭に対して、一時的に子育てや生活支援が必要な場合に、家庭生活

支援員を派遣しました。 

■利用件数 延べ４５件 

主にひとり親家庭の小中学生を対象に、平成２９年度から「子どもの生活・学習支援事業」

として、食事の提供や生活習慣、学習支援を行う子どもの居場所づくりに取り組みました。 

 ■参加児童 延べ１，０９５人  ■参加ボランティア  延べ１，７６２人 

保育園及び放課後児童クラブの利用に際して、優先的に入所できるように配慮を実施しま

した。 

 

次年度以降も引き続き、ひとり親家庭の生活支援や子どもの居場所づくり事業等に取り組

みます。 
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第４章 基本施策と取組 

施策方針２ 乳幼児期の成長を支援する環境づくり 

１ 教育・保育の安定的な提供 

（１）教育・保育事業の充実 

 

 

No 具体的取組 内容 

１ 

継続 拡充 

保育園の待機児童の解

消 

【幼児期の学校教育・保育】 

保育ニーズを踏まえ、保育園の増設等による定員の拡大を図ると

ともに、認定こども園及び地域型保育事業の導入や幼稚園預かり

保育を進めることにより提供体制の確保を図り、待機児童の解消

を行います。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 保育幼稚園課 

P46 

平成３１年 4 月 1 日の定員拡大に向けて、平成３０年４月以降、私立保育園や地域型保

育事業の開設の準備を進め、２８４人の定員の拡大を行いました。 

しかしながら、前年度に比べ待機児童数は減少したものの、平成３１年４月 1 日時点で

１５人の待機児童が発生しています。 

今年度（令和元年度）は、令和２年度のさらなる定員拡大に向けて、事業者と連携・調整

を図りながら取組みを進めます。 

【平成３１年４月１日の定員拡大】 

 ■私立保育園 

  ・はあと保育園中央（湯田：定員１２０人） 

  ・めばえ保育園（大歳：定員１２０人→１５０人） 

  ・愛児園みやのの森保育園（宮野：定員６０人→８０人） 

  ・きらきら星保育園（大内：定員６０人→９０人） 

  ・たんぽぽ保育園（小郡：定員１１０人→１１８人） 

■地域型保育事業 

  ・中央ココモ保育園（平川：定員１９人） 

・U NURSERY 新山口２号館（小郡：定員１９人） 

  ・もりもり保育園（嘉川：定員１９人） 

《再掲》・山口ヤクルト平川保育園（平川：定員 19 人（内、地域枠 5 人）） 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保育幼稚園課 

令和２年 4 月 1 日の定員拡大に向けて、平成３１年４月以降、私立保育園の増設や私立

幼稚園の認定こども園への移行を進め、１２８人の定員の拡大を行いました。 

しかしながら、前年度に比べ待機児童数は減少したものの、令和２年４月 1 日時点で５

人の待機児童が発生しています。 

今年度（令和２年度）も、引き続き待機児童解消に向け、事業者と連携・調整を図りなが

ら定員拡大に取り組みます。 

【令和２年４月１日の定員拡大】 

 ■私立保育園 

  ・夢の星保育園大内園（大内：定員６０人→９０人） 

  ・夢の星保育園穂積園（大歳：定員７０人→９０人） 

■認定こども園 

  ・山口中央幼稚園（白石：定員７８人） 
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No 具体的取組 内容 

２ 

継続 拡充 

幼稚園の充実 

【幼児期の学校教育・保育】 

【地域子ども・子育て支援事

業】 

公立幼稚園において、地域の実情に合わせて 3 歳児からの就学前

教育を行います。また、私立幼稚園の預かり保育を推進し、私学

振興の支援を行います。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 保育幼稚園課 

P46 

平成２９年度に引き続き、仁保、小鯖、名田島、二島、宮野、鋳銭司の各市立幼稚園にお

いて３歳児保育を実施しました。 

全ての私立幼稚園において預かり保育を実施されました。 

今後も、幼稚園教育要領に沿った質の高い幼児教育の提供に努めていきます。 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保育幼稚園課 

平成３０年度に引き続き、仁保、小鯖、名田島、二島、宮野、鋳銭司の各市立幼稚園にお

いて３歳児保育を実施しました。 

全ての私立幼稚園において預かり保育を実施されました。 

今後も、幼稚園教育要領に沿った質の高い幼児教育の提供に努めていきます。 

No 具体的取組 内容 

３ 

継続 拡充 

保育園の充実 

【幼児期の学校教育・保育】 

【地域子ども・子育て支援事

業】 

保育園の新設・増設等による定員の拡大を行います。また、延長

保育や休日保育等の特別保育を実施していきます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 保育幼稚園課 

P46 

平成３０年度は、定員拡大に向けた新設・増設等の整備を行いました。 

令和元年度も引き続き整備を行い、更なる定員拡大を図る予定です。 

 また、公立１３園、私立２０園で延長保育を、私立１園で休日保育を実施しました。 

次年度以降も引き続き、延長保育等の特別保育に取り組みます。 

【延長保育事業の利用人数（延べ）】 

 ・公立保育園：20,635 人 

  ・私立保育園：39,091 人 

【休日保育事業の利用人数（延べ）】 

  ・私立保育園：448 人 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保育幼稚園課 

令和元年度は、定員拡大に向けた増設整備を行いました。 

令和２年度も引き続き整備を行い、更なる定員拡大を図る予定です。 

 また、公立１２園、私立２２園で延長保育を、私立１園で休日保育を実施しました。 

次年度以降も引き続き、延長保育等の特別保育に取り組みます。 

【延長保育事業の利用人数（延べ）】 

 ・公立保育園：１７，６１４人 

  ・私立保育園：３７，５２２人 

【休日保育事業の利用人数（延べ）】 

  ・私立保育園：５０６人 
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第４章 基本施策と取組 

 

 

  

No 具体的取組 内容 

４ 

新規 

認定こども園への移行 

【幼児期の学校教育・保育】 

幼稚園と保育園の機能や特長をあわせ持つ認定こども園への移行

について支援していきます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 保育幼稚園課 

P46 

平成３０年度、認定こども園へ移行した施設はありませんでした。 

 

 令和元年度は、１施設が移行を予定しています。 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保育幼稚園課 

令和元年度、私立幼稚園１施設が認定こども園へ移行しました。 

  ・山口中央幼稚園（定員：幼稚園部分１３２人、保育園部分７８人） 

 

 令和２年度は、移行の予定はありません。 

No 具体的取組 内容 

５ 

新規 

地域型保育事業の導入 

【幼児期の学校教育・保育】 

少人数の単位で、0 歳から 2 歳児を対象とする地域型保育事業（家

庭的保育・小規模保育・居宅訪問型保育・事業所内保育）の導入

を図ります。 

導入にあたっては、保育内容の支援や卒園後の受け皿等の連携に

ついて、保育園を中心に支援していきます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 保育幼稚園課 

P46 

中央部地域において１事業所が新たに開設し、小郡、川西地域において各１事業所、計２

事業所が、認可外保育施設から移行する形で地域型保育事業の開設の準備を進めました。 

【地域型保育事業の開設】 

・中央ココモ保育園（再掲） 

・U NURSERY 新山口 2 号館（再掲） 

・もりもり保育園（再掲） 

・山口ヤクルト平川保育園（平成３０年 7 月 1 日開園、再掲） 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保育幼稚園課 

令和元年度、地域型保育事業所の開設はありませんでした。 

 

令和２年度、開設の予定はありません。 
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２ 教育・保育の質の向上 

（１）教育・保育事業の質の向上 

 

 

No 具体的取組 内容 

１ 

新規 

教育・保育事業の理念の

共有 

多様な教育・保育環境を整備していくことに伴い、本市における

乳幼児期の保育者が、子どもの育ちに関して共通した目標や視点

をもって保育に取り組むための理念を策定し、共有できる仕組み

づくりを行います。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 保育幼稚園課 

P47 

 平成２９年度に引き続き、「山口市すくすく保育プラン」のもと、専門職としての資質向

上を図る取り組みとして、保育園では「やまぐち子育て福祉総合センター」において、保育

士を対象とした専門研修を開催し、また、幼稚園では、幼児教育にかかる課題を研究する会

を開催し、保育・教育の質の向上を図りました。 

 さらには、山口市就学相談会を開催し、小学校就学時の心身の状況や行動について不安の

ある保護者を対象に、就学先の紹介、子どもとの関わり方などについて相談を実施しました。 

今後、本プランを事業者としての共通した理念として、各施設の教育方針、保育方針に基づ

く特色ある保育を実践していくとともに、養成校と教育・保育の現場が連携して人材育成に

取り組みます。 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保育幼稚園課 

 平成３０年度に引き続き、「山口市すくすく保育プラン」のもと、専門職としての資質向

上を図る取り組みとして、「やまぐち子育て福祉総合センター」において、幼稚園教諭や保

育士などを対象に専門研修や講座を開催し、また、各幼稚園や保育園においても、様々な課

題を研究する会を開催するなど、保育・教育の質の向上を図りました。 

 さらには、山口市就学相談会を開催し、小学校就学時の心身の状況や行動について不安の

ある保護者を対象に、就学先の紹介、子どもとの関わり方などについて相談を実施しました。 

今後、本プランを事業者としての共通した理念として、各施設の教育方針、保育方針に基づ

く特色ある保育を実践していくとともに、養成校と教育・保育の現場が連携して人材育成に

取り組みます。 

No 具体的取組 内容 

２ 

新規 

やまぐち子育て福祉総

合センターでの専門研

修の実施 

障がい児保育、地域人材との連携、児童虐待防止、教育・保健・

医療との連携、児童健全育成などに関する調査・研究を行い、研

修メニューを構築することで、保育の質の向上を図ります。また、

子育て支援機能の向上に関する調査・研究も行います。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 保育幼稚園課 

P47 

保育者、子育て支援者向けの専門研修を１２回開催し、延べ９９２人の参加がありました。 

 引き続き、保育の質の向上に資するよう、研修メニューの充実を図ります。 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保育幼稚園課 

保育者、子育て支援者向けの専門研修を１０回開催し、延べ７８７人の参加がありました。 

 引き続き、保育の質の向上に資するよう、研修メニューの充実を図ります。 
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第４章 基本施策と取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 具体的取組 内容 

４ 

新規 

保育士等確保対策の推

進 

県の保育士人材バンクや保育士等養成施設との連携を図るととも

に、保育士資格応援講座の実施などにより、教育・保育事業に係

る人材の確保を図っていきます。 

また、インターンシップや教育・保育実習を通じて、仕事のやり

がいや魅力を感じる職業観の醸成につなげていきます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 保育幼稚園課 

P47 

平成２９年度に引き続き、国、県と連携した潜在保育士の復職等の支援や、セカンドキャ

リアとして保育士資格の取得を目指す方向けの「保育士資格応援講座」など、保育士確保の

ための取り組みをやまぐち子育て福祉総合センターで実施しました。 

 引き続き、国、県、関係機関とも連携して保育士確保を図ります。 

【保育士資格応援講座】 

  ・計７回実施、参加者４３人 

 【保育再チャレンジ講座】 

  ・計２回、参加者６人 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保育幼稚園課 

平成３０年度に引き続き、国、県と連携した潜在保育士の復職等の支援や、セカンドキャ

リアとして保育士資格の取得を目指す方向けの「保育士資格応援講座」など、保育士確保の

ための取り組みをやまぐち子育て福祉総合センターで実施しました。 

 引き続き、国、県、関係機関とも連携して保育士確保を図ります。 

【保育士資格応援講座】 

  ・計７回実施、参加者５５人 

 【保育再チャレンジ講座】 

  ・計２回、参加者８人 
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施策方針３ 子育てを支える地域の環境づくり 

１ 相談・情報提供体制の充実 

（１）相談体制の充実 

 

 

 

No 具体的取組 内容 

３ 

新規  

利用者支援事業「母子保

健型」の実施 

【地域子ども・子育て支援事

業】 

山口市保健センター内にやまぐち母子健康サポートセンターを

設置し、妊産婦さんとそのご家族が抱えるさまざまな不安などに

ついて、助産師・保健師等の専門の相談員が相談を受ける体制を

整備します。 

また、必要に応じて、やまぐち子育て福祉総合センターと連携

し、関係機関の紹介や母子保健及び子育て支援サービスに関する

情報提供の充実に努めます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 子育て保健課 

P49 

山口市保健センター内に設置した、やまぐち母子健康サポートセンターに、専任（嘱託）

助産師及び専任（嘱託）保健師各１名と兼任の保健師２名を配置し、妊娠から出産、子育て

に関する様々な相談に対応し、多くの市民に利用していただきました。 

【母子健康サポートセンターにおける電話及び来所等相談延べ件数】 

 ・妊婦：８５件、産婦：１，８１０件、乳児：１，６５７件、 

幼児：９７６件、保護者：９４８件、学童以上：２０件、 

関係機関：１２５件 

合計 ５，６２１件 

 ・メールによる相談等         合計 ４２件 

 

今後も、本センターを市民の皆様に「妊娠・出産・子育て」を安心して迎えるための気軽

な相談窓口として利用してもらえるように、また地域担当保健師、やまぐち子育て福祉総合

センターと連携をし、相談及び情報提供体制の充実、強化に努めます。 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 子育て保健課 

山口市保健センター内に設置した、やまぐち母子健康サポートセンターに、専任（嘱託）

助産師及び専任（嘱託）保健師各１名と兼任の保健師２名を配置し、妊娠から出産、子育て

に関する様々な相談に対応し、多くの市民に利用していただきました。 

【母子健康サポートセンターにおける電話及び来所等相談延べ件数】 

 ・妊婦：１４６件、産婦：２，２７７件、乳児：２，１３３件、 

幼児：１，２４４件、保護者：１，１１５件、学童以上：１７件、 

関係機関：１４５件 

合計 ７，０７７件 

 ・メールによる相談等         合計 127 件 

 

今後も、本センターを市民の皆様に「妊娠・出産・子育て」を安心して迎えるための気軽

な相談窓口として利用してもらえるように、また地域担当保健師、やまぐち子育て福祉総合

センターと連携をし、相談及び情報提供体制の充実、強化に努めます。 
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第４章 基本施策と取組 

（２）子育て情報の収集・提供体制の充実 

 

No 具体的取組 内容 

１ 

新規 継続 

子育てに関する情報の

一元的な提供 

【地域子ども・子育て支援事

業】 

やまぐち子育て福祉総合センターにおいて、教育・保育、子育

て支援の情報提供や利用施設・事業の選択に係る支援（相談）を

行う「子育て案内サービス」を提供します。また、専門的事項に

関するものについては、関係機関につなぐことで、切れ目のない

サービスを提供します。（利用者支援事業の実施） 

また、子育てに関する情報を掲載した「子育て支援情報ハンド

ブック」の発行、市ウェブサイト「山口市子育て応援サイト」の

運営を通じて、情報提供の充実に努めます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 
こども未来課 

子育て保健課 

P49 

平成２９年度に引き続き、子育て中の保護者向けに、幼稚園、保育園、認定こども園それ

ぞれの園の先生方と対話する「はじめての園生活応援講座」を６回開催し、延べ４８人の参

加がありました。また、子育てに関する悩みや、幼稚園、保育園等への就園に関する問い合

わせ等に対応しました。 

 引き続き、相談等に対応できる体制を整え、子育てに関する情報の提供に努めます。 

【子育て福祉総合センターにおける相談件数】 

 ・子育てや家庭に関する悩み：１９４件 

 ・幼稚園や保育園への就園に関する相談：１６２件 

 ・制度やサービスに関する問い合わせ：９５件 

 ・子育て支援やそれに類する活動に関する問い合わせ：２２件 

 ・その他：３４件 

「平成３０年度版子育て支援情報ハンドブック」の発行、市報、市ウェブサイト及び地域

情報紙等への掲載、並びに「山口市子育て応援サイト」の運営を通じて情報の提供に努めま

した。 

【山口市子育て応援サイトのアクセス数】 

 ・９，７６１件 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 
こども未来課 

保育幼稚園課 

平成３０年度に引き続き、子育て中の保護者向けに、幼稚園、保育園、認定こども園それ

ぞれの園の先生方と対話する「はじめての園生活応援講座」を６回開催し、延べ５５人の参

加がありました。また、子育てに関する悩みや、幼稚園、保育園等への就園に関する問い合

わせ等に対応しました。 

 引き続き、相談等に対応できる体制を整え、子育てに関する情報の提供に努めます。 

【子育て福祉総合センターにおける相談件数】 

 ・子育てや家庭に関する悩み：１９７件 

 ・幼稚園や保育園への就園に関する相談：２７０件 

 ・制度やサービスに関する問い合わせ：１１２件 

 ・子育て支援やそれに類する活動に関する問い合わせ：２４件 

 ・その他：１９件 

「令和元年度版子育て支援情報ハンドブック」の発行、市報、市ウェブサイト及び地域情

報紙等への掲載、並びに「山口市子育て応援サイト」の運営を通じて情報の提供に努めまし

た。 

【山口市子育て応援サイトのアクセス数】 

 ・１１，９７８件 
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No 具体的取組 内容 

１ 

新規  

子育てに関する情報の

一元的な提供 

【地域子ども・子育て支援事

業】 

山口市保健センター内にやまぐち母子健康サポートセンターを

設置し、妊産婦さんとそのご家族が抱えるさまざまな不安などに

ついて、助産師・保健師等の専門の相談員が相談を受ける体制を

整備します。（利用者支援事業「母子保健型」の実施） 

また、必要に応じて、やまぐち子育て福祉総合センターと連携

し、関係機関の紹介や母子保健及び子育て支援サービスに関する

情報提供の充実に努めます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 子育て保健課 

P49 

山口市保健センター内に設置した、やまぐち母子健康サポートセンターに、専任（嘱託）

助産師及び専任（嘱託）保健師各１名と兼任の保健師２名を配置し、妊娠から出産、子育て

に関する様々な相談に対応し、多くの市民に利用していただきました。 

 

【母子健康サポートセンターにおける電話及び来所等相談延べ件数】 

 ・妊婦：８５件、産婦：１，８１０件、乳児：１，６５７件、 

幼児：９７６件、保護者：９４８件、学童以上：２０件、 

関係機関：１２５件 

合計 ５，６２１件 

 ・メールによる相談等         合計 ４２件 

 

今後も、本センターを市民の皆様に「妊娠・出産・子育て」を安心して迎えるための気軽

な相談窓口として利用してもらえるように、また地域担当保健師、やまぐち子育て福祉総合

センターと連携をし、相談及び情報提供体制の充実、強化に努めます。 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 子育て保健課 

山口市保健センター内に設置した、やまぐち母子健康サポートセンターに、専任（嘱託）

助産師及び専任（嘱託）保健師各１名と兼任の保健師２名を配置し、妊娠から出産、子育て

に関する様々な相談に対応し、多くの市民に利用していただきました。 

 

【母子健康サポートセンターにおける電話及び来所等相談延べ件数】 

 ・妊婦：１４６件、産婦：２，２７７件、乳児：２，１３３件、 

幼児：１，２４４件、保護者：１，１１５件、学童以上：１７件、 

関係機関：１４５件 

合計 ７，０７７件 

 ・メールによる相談等         合計 １２７件 

 

今後も、本センターを市民の皆様に「妊娠・出産・子育て」を安心して迎えるための気軽

な相談窓口として利用してもらえるように、また地域担当保健師、やまぐち子育て福祉総合

センターと連携をし、相談及び情報提供体制の充実、強化に努めます。 
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第４章 基本施策と取組 

２ 様々な子育て支援の充実 

（２）経済的支援の充実 

 

  

No 具体的取組 内容 

１ 
継続 拡充 

医療費の助成 

小学校就学前までの乳幼児、ひとり親家庭の親と子、重度障がい

児に対し、医療費の自己負担分を引き続き助成します。 

また、平成 26 年度に小学 1 年生から小学 3 年生までを対象に、

新たに創設した「こども医療費助成制度」については、平成 27

年度以降、段階的に対象学年を拡大していきます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 保険年金課 

P51 

乳幼児、こども、ひとり親家庭、重度心身障害者の医療費助成制度について、引き続き実

施しました。 

 こども医療費助成制度については、所得に関係なく自己負担分の無料化を、小学６年生ま

での段階的な拡大に取り組むこととし、平成３0 年１０月から小学３年生までを対象に実施

しました。令和元年１０月からは、小学６年生までを対象に実施します。 

 平成３０年度実績        乳幼児      こども 

  【受給者数（年度平均）】  ９，７０４人   ２，９４９人 

  【給付件数】      ２１４，３７５件  ３２，９３１件 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保険年金課 

乳幼児、こども、ひとり親家庭、重度心身障害者の医療費助成制度について、引き続き実

施しました。 

 こども医療費助成制度については、令和元年１０月に小学４年生から６年生までの児童を

対象に父母の所得制限を撤廃し、保険診療による医療費（通院・入院）の自己負担分を助成

しました。 

令和２年１０月からは、中学生の入院費について父母の所得制限を撤廃し、保険診療によ

る入院費の自己負担分を助成します。 

 令和元年度実績         乳幼児      こども 

  【受給者数（年度平均）】   ９，５１３人   ７，５４４人 

  【給付件数】       ２１２，７６８件 １０５，６３０件 
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３ 子育て支援のネットワークづくり 

（１）子育て支援のネットワークづくり 

 

  

No 具体的取組 内容 

１ 

新規 

子どもの育ちを支える

顔の見える連携づくり 

やまぐち子育て福祉総合センターは、「人材育成」と「子ども・子

育て支援の向上」を柱に事業展開を行います。 

保育園・幼稚園・地域子育て支援拠点・放課後児童クラブ・児童

館・育児サークル等において、子どもの育ちを支える顔の見える

連携、情報交換、交流促進が行える仕組みづくりを進めていきま

す。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 子育て保健課 

P52 

平成２９年度に引き続き、子どもの育ちを支えるネットワークの構築を目指し、関係機関

との情報交換会や市保健センターの育児相談との連携を図ったほか、保健師の家庭訪問に同

行し、家庭での子育てを支援しました。 

 今後も、「やまぐち母子健康サポートセンター」との連携も含め、引き続きこうした活動

を行い、子どもの育ちを支える顔の見える連携体制の構築を図ります。 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保育幼稚園課 

平成３０年度に引き続き、子どもの育ちを支えるネットワークの構築を進めるとともに、

関係機関との情報交換会や市保健センターの育児相談との連携を図ったほか、保健師の家庭

訪問に同行し、家庭での子育てを支援しました。 

 今後も、「やまぐち母子健康サポートセンター」との連携も含め、引き続きこうした活動

を行い、子どもの育ちを支える顔の見える連携体制の構築を図ります。 
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第４章 基本施策と取組 

施策方針４ 仕事と子育てが両立できる環境づくり 

２ ワーク・ライフ・バランスの推進 

（１）多様な保育事業の充実 

 

 

No 具体的取組 内容 

１ 

継続 拡充 

多様な保育事業の充実 

 

【地域子ども・子育て支援事

業】 

様々なライフスタイルに対応できるよう、認可保育園で行われて

いる通常の保育事業のほか、延長保育や休日保育、一時保育（一

時預かり）、病児保育等を充実し、就業形態とその子どもの状況に

応じた多様な保育事業を進めます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 保育幼稚園課 

P57 

公立 1３園、私立２０園で延長保育を、私立 1 園で休日保育を、公立園１園、私立８園

で一時保育を実施しました。また、病児保育は南部地域（小郡）１箇所、北部地域（吉敷、

大内）２箇所の合計３箇所で実施しました。 

引き続き保育ニーズを踏まえながら、多様な保育事業の充実を図ります。 

【延長保育の利用人数（延べ）】 

 ・公立保育園、私立保育園（５ページ参照） 

【休日保育の利用人数】 

 （５ページ参照） 

【一時保育の利用人数（延べ）】 

 ・公立保育園：１６５人 

 ・私立保育園：８，８４７人 

【病児保育の利用人数（延べ）】 

 ・北部地域（２箇所）：３，２４７人 

 ・南部地域（1 箇所）：１，４３９人 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 保育幼稚園課 

公立１２園、私立２２園で延長保育を、私立 1 園で休日保育を、公立園２園、私立７園

で一時保育を実施しました。また、病児保育は南部地域（小郡）１箇所、北部地域（吉敷、

大内）２箇所の合計３箇所で実施しました。 

また、令和元年度より県内全ての市町の病児保育施設がお互いに利用できるサービスが県

内で開始されました。 

引き続き保育ニーズを踏まえながら、多様な保育事業の充実を図ります。 

【延長保育の利用人数（延べ）】 

 ・公立保育園、私立保育園（５ページ参照） 

【休日保育の利用人数】 

 （５ページ参照） 

【一時保育の利用人数（延べ）】 

 ・公立保育園：２６４人 

 ・私立保育園：７，２１３人 

【病児保育の利用人数（延べ）】 

 ・北部地域（２箇所）：３，２３２人 

 ・南部地域（1 箇所）：１，２４３人 

 ・市外（県内他市町施設利用分）：２２７人 
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No 具体的取組 内容 

２ 

継続 拡充 

放課後児童クラブの運

営・整備 

 

【地域子ども・子育て支援事

業】 

放課後子ども総合プランに基づく放課後児童クラブの運営によ

り、児童の健全育成を図るとともに、開所時間の延長や支援員の

適正な配置など、運営体制を充実していきます。 

また、共働き家庭の増加等による放課後児童クラブのニーズを踏

まえ、新設や老朽・狭小施設の建替等による定員の拡大を進めて

いきます。 

さらに、放課後子ども教室のプログラム企画協議への参加などに

おいて連携していきます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 こども未来課 

P57 

平成２９年度に引き続き、児童が心身ともに健やかに育成されるよう取り組みました。ま

た、新設・新築移転などにより定員拡大を進め、白石地域、大歳地域においては、新たな学

級整備までの間の臨時学級を継続しました。 

今後も計画に基づき、まずは既存の小学校等公共施設の有効活用を図るとともに、既存施

設の規模拡大や大規模校・中規模校における第３学級の整備による定員拡大を図り、早期に

待機児童が解消できるよう取り組んでまいります。 

また、小郡地域において、夏休み期間中の臨時学級の開設を予定しています。 

【学級の開級】 

 ・あっと児童クラブ（大殿小学校区） 

 ・なかよし第３学級（白石小学校区） 

【学級の新築移転】 

・なかよし学級・なかよし第２学級（白石小学校区）３３人増【移転整備】 

・ひめやま第３学級（平川小学校区）       ３０人増【移転整備】 

・さわやか第２学級（大歳小学校区）       ３０人増【移転整備】 

【待機児童数】 

平成３１年４月１日時点 １３８人 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 こども未来課 

平成３０年度に引き続き、児童が心身ともに健やかに育成されるよう取り組みました。 

また、新設・新築移転などにより定員拡大を進め、小郡地域においては、新たな学級整備

までの間の臨時学級を開設しました。 

今後も計画に基づき、まずは既存の小学校等公共施設の有効活用を図るとともに、新規学

級の開設や既存施設の規模拡大による定員拡大を図り、早期に待機児童が解消できるよう取

り組んでまいります。 

また、阿知須地域において、夏休み期間中の臨時学級の開設を予定しています。 

【学級の開級】 

 ・バンビーニ学級 （小郡南小学校区）       ３０人定員【臨時学級】 

【学級の新築・増築整備】 

・やまびこ第３学級（湯田小学校区）       ５０人増 【新設】 

・もみじ第３学級 （良城小学校区）       ６０人増 【新設】 

・ひまわり第３学級（上郷小学校区）       ６０人増 【新設】 

・くすのき学級  （仁保小学校区）       １０人増 【増築】 

【待機児童数】 

令和２年４月１日時点 １２４人 
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第４章 基本施策と取組 

施策方針５ 次代を担う人づくり 

１ 学校教育の充実 

（２）いじめ・少年非行等の問題行動や不登校に対する相談体制の充実 

 

No 具体的取組 内容 

１ 

継続 拡充 

いじめ防止基本方針の

推進 

児童・生徒の教育を受ける権利の侵害、心身の健全な成長や人格

の形成への重大な影響、生命や身体に重大な危険を生じさせるお

それがあるいじめについて、いじめ防止対策推進法の規定に基づ

き、いじめの防止・早期発見・対処について、総合的かつ効果的

に推進していきます。 

計画書 平成３０年度の取組状況等 担当課 学校教育課 

P60 

平成 30 年 3 月に改定した「山口市いじめ防止基本方針」を本市のホームページで公表

するとともに、各小・中学校、関係機関等に冊子を配布することで、各学校及び教職員一人

ひとりに取組の周知徹底を行いました。 

「いじめ・不登校」が減少する取組を徹底していくため、平成 31 年４月から、学校教育

課内に「児童生徒安心支援室」を設置し、「いじめ初動対応サポーター」「いじめ不登校専門

相談員」「生徒指導推進専門員」「教育相談員」「学校安全サポーター」と連携し、事案が発

生した際の学校における初動対応が適切かつ迅速に行えるよう機能強化を図ります。 

令和元年度の取組状況と今後の予定 担当課 学校教育課 

平成 30 年 3 月に改定した「山口市いじめ防止基本方針」を本市のホームページで公表

するとともに、各小・中学校、関係機関等に冊子を配布することで、各学校及び教職員一人

ひとりに取組の周知徹底を行いました。 

「いじめ・不登校」が減少する取組を徹底していくため、平成 31 年４月から、学校教育

課内に「児童生徒安心支援室」を設置しており、「いじめ初動対応サポーター」「いじめ不登

校専門相談員」「生徒指導推進専門員」「教育相談員」「学校安全サポーター」と連携し、事

案が発生した際の学校における初動対応が適切かつ迅速に行えるよう機能強化を継続して

図ります。 


